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田中副部会長

馬
鈴
し
ょ
収
穫
�

　

馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
作
業
が
昨
年
よ
り
２
日
早
い
８

月
17
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

今
年
の
作
付
面
積
は
、
生
食
・
加
工
・
澱
原
で
１

４
２
．
96　
ha
と
な
っ
て
お
り
、
種
子
馬
鈴
し
ょ
は
採

種
23
品
種
91
．
62　
ha
、
原
種
26
品
種
25
．
49　
ha
と
な

っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
で
の
選
別
作
業
は
、
10
月
上
旬
頃
か
ら
翌
年

４
月
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
１
～
10
㎏
箱
詰
め
や

20
㎏
紙
袋
な
ど
に
し
て
大
半
を
道
外
へ
出
荷
す
る
。

　

春
先
か
ら
天
候
が
良
く
、
大
き
な
自
然
災
害
の
影

響
な
ど
も
な
く
、
全
体
的
に
大
玉
傾
向
と
な
っ
た
こ

と
で
、
今
後
の
選
別
作
業
に
お
い
て
、
規
格
外
品
に

よ
る
製
品
歩
留
ま
り
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

「
す
べ
て
の
技
術
は
牛
の
た
め
に
あ
る
！
」
と

「
市
場
に
お
け
る
家
畜
の
有
利
販
売
。
繁
殖
・
発
情
整
理
の
大
切
さ
！
」

農
業
塾
２
０
１
９

第４回

　

10
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お
い
て
、
６
名
の
受

講
生
が
出
席
の
下
、
第
４
回
農
業
塾
を
行
っ
た
。

　

午
前
の
部
は
、
酪
農
振
興
課
の
齋
藤
荘
平
氏
を
講

師
に
「
す
べ
て
の
技
術
は
牛
の
た
め
に
あ
る
�
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
行
っ
た
。
酪
農
を
経
営
す
る

中
で
、
乳
質
の
安
定
と
高
品
質
化
は
収
入
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
に
繋
が
り
、
地
域
内
で
の
乳
価
に
15
円
程

度
の
差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
生
産
改
良
課
の
折
笠
唯
史
課
長

と
畜
産
販
売
課
の
秋
山
麗
人
氏
を
講
師
に
「
市
場
に

お
け
る
家
畜
の
有
利
販
売
と
繁
殖
・
発
情
整
理
の
大

切
さ
�
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
３

年
間
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
。

　

次
回
は
11
月

５
日
に
「
土
壌

凍
結
に
つ
い
て
」

と
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
（
農
産

編
）」
を
行
う

予
定
。

酪
農
部
会
研
修
会

  

９
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お

い
て
、
酪
農
部
会
研
修
会
を
部
会

員
・
関
係
機
関
併
せ
16
名
の
出
席

の
も
と
行
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
田
中

副
部
会
長
は
「
実
り
の

秋
を
迎
え
る
た
め
、
酪

農
家
の
基
本
と
な
る
牛

の
飼
養
管
理
に
つ
い
て

勉
強
し
、
一
つ
で
も
経

営
に
活
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

  

当
日
は
、
㈱
石
井
獣

医
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

の
石
井
三
都
夫
氏
と
十

勝
農
協
連
の
田
代
真
衣

子
氏
を
講
師
に
「
繁
殖

改
善
と
子
牛
事
故
低
減

に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て
」
と
「
子
牛
の
受

動
免
疫
移
行
調
査
と
初

産
牛
の
体
格
と
生
産
性
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
潜
在
性
低
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
の
改
善
に
よ
っ
て
子
宮

炎
や
子
宮
内
貯
留
物
の
発
生
を
抑

え
、
繁
殖
成
績
を
改
善
す
る
予
防

策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
子
牛
死

廃
率
低
減
対
策
な
ど
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。
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南
十
勝
酪
農
女
性
プ
チ
サ
ミ
ッ
ト

�

３
町
合
同
開
催
�

大
樹
町
農
民
協
議
会

日
米
貿
易
協
定
交
渉
に

�

関
す
る
陳
情
書
を
提
出

　

７
月
１
日
、「
日
米
貿
易
協
定
交
渉
に
関
す
る
意

見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書
を
大
樹
町
議
会
に
提

出
し
た
。

　

陳
情
書
は
、
日
米
貿
易
協
定
交
渉
の
初
会
合
が
４

月
に
開
催
さ
れ
、
過
去
の
経
済
連
携
協
定
の
内
容
が

最
大
限
と
す
る
日
米
共
同
声
明
に
沿
っ
て
交
渉
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
内

で
は
、
農
業
分
野
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
上
回
る
関
税
撤
廃
・

削
減
や
輸
入
枠
拡
大
を
求
め
る
業
界
団
体
か
ら
の
圧

力
が
高
ま
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
及
び
日

Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
発
効
に
よ
っ
て
牛
肉
や
果
樹
な

ど
農
産
品
が
前
年
よ
り
輸
入
増
加
す
る
状
況
下
、
こ

の
ま
ま
米
国
の
強
硬
な
要
求
に
屈
す
れ
ば
、
日
本
農

業
お
よ
び
関
連
産
業
や
地
域
経
済
・
社
会
が
甚
大
な

影
響
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
わ
が
国
の
食
料
主
権
及
び
食
料
安
全

保
障
が
守
ら
れ
る
よ
う
町
議
会
を
通
じ
て
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
各
担
当
大
臣
や
衆
議
院
議
長

等
に
対
し
、「
農
業
者
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
、

米
国
の
強
硬
な
要
求
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
関
税
削

減
・
撤
廃
及
び
輸
入
枠
拡
大
な
ど
を
断
じ
て
受
け
入

れ
な
い
」
こ
と
を
意
見
書
と
し
て
求
め
、
９
月
の
定

例
会
で
可
決
さ
れ
た
。

　

９
月
５
日
、
南
十
勝
酪
農
女
性
プ
チ

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ミ

ッ
ト
は
、
砂
子
田
円
佳
（
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
お
）

実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
金
曽
千
春
（
Ｊ

Ａ
大
樹
町
）
委
員
、
三
木
睦
子
（
Ｊ
Ａ

大
樹
町
）
委
員
、
高
橋
恵
美
（
Ｊ
Ａ
忠

類
）
委
員
、
協
力　

綾
部
京
子
（
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
氏
の
企
画
・
運

営
な
ど
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
砂
子
田
実
行
委
員
長

か
ら
は
、「
酪
農
女
性
な
ら
で
は
の
生
活
・

仕
事
の
思
い
や
情
報
を
皆
で
共
有
し
、

こ
れ
か
ら
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」
と
挨

拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
坂
井
組
合
長
か

ら
は
、「
こ
の
３
町
の
酪
農
女
性
が
集

ま
る
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
を
盛
り
上
げ
て
欲
し

い
」
と
激
励
が
あ
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
は
じ
め
は
十
勝
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
十
勝
南
部
支
所　

地
域
係
長　

井
堀
克
彦
氏
を
講
師
に
、

「
哺
育
牛
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
話
題
提
供
。
子
牛
が
立
派
な
成
牛

に
な
る
た
め
の
、
乾
乳
期
の
管
理
、
初

乳
給
与
、
衛
生
管
理
、
飼
養
環
境
、
栄

養
管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

続
い
て
田
辺
晃
子
（
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
お
）

さ
ん
、
河
口
晶
子
（
Ｊ
Ａ
忠
類
）
さ
ん
、

山
下
展
子
（
Ｊ
Ａ
大
樹
町
）
さ
ん
が
パ

ネ
ラ
ー
と
な
り
家
庭
や
仕
事
の
経
験
な

ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
昼
食
会
場
へ
移
動
し
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加

者
達
は
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　

昼
食
後
も

若
干
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
に
、

参
加
者
全
員

で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

「
チ
ー
ム
戦

ら
く
の
う
か

る
た
対
決
」
を
行
な
っ
た
。
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
プ
レ
ー
が
続
き
、
白
熱
し
た
戦

い
の
中
に
も
笑
顔
と
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る

催
し
と
な
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
と
し
て
、「
広

尾
町
酪
農
音
頭
」
を
全
員
で
踊
り
、
閉

会
式
で
は
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
お
萬
亀
山
組
合
長

か
ら
「
横
の
繋
が
り
を
し
っ
か
り
と
持

ち
な
が
ら
、
協
力
し
て
活
動
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
欲
し
い
」
と
講
評
。

　

最
後
に
砂
子
田
実
行
委
員
長
か
ら
「
こ

れ
か
ら
も
各
地
で
サ
ミ
ッ
ト
を
行
な
う

予
定
。
み
ん
な
で
作
り
あ
げ
て
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。
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年金
友の会

ス
ポ
ー
ツ
の

秋
み
ん
な
で
元
気
に
�

―
―
第
23
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

―
―

　

９
月
７
日
、
歴
舟
川
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
第
23
回

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

た
。

　

当
日
は
、
会
員
46
名
（
男
性

26
名
、
女
性
20
名
）
が
参
加
。

主
催
者
を
代
表
し
て
川
原
会
長

か
ら
「
心
配
し
て
い
た
天
候
も

持
ち
こ
た
え
て
く
れ
そ
う
で
す
。

日
々
の
健
康
増
進
の
た
め
に
も

元
気
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
会

挨
拶
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
を
代
表
し

坂
井
組
合
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
会
員
達
は
、「
男

性
の
部
」、「
女
性
の
部
」、「
砂

金
の
部
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
懇
親
を
深
め
な
が
ら
プ
レ

ー
。

　

閉
会
式
で
は
、
各
部
上
位
10

名
と
特
別
賞
、
残
念
賞
、
飛
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

○
男
性
の
部

　

優　

勝　

細
田　

久
雄

�

ス
コ
ア
78

　

準
優
勝　

斉
藤　
　

敏

�

ス
コ
ア
81

　

３　

位　

今
井　

達
夫

�

ス
コ
ア
84

○
女
性
の
部

　

優　

勝　

頓
所
真
智
子

�
ス
コ
ア
88

　

準
優
勝　

田
中
登
志
子

�

ス
コ
ア
90

　

３　

位　

山
川　

和
子

�

ス
コ
ア
90

○
砂
金
の
部

　

優　

勝　

丹
羽　
　

晃

�

ス
コ
ア
61

  

準
優
勝　

西
田　

貞
夫

�

ス
コ
ア
62

  

３　

位　

佐
々
木
信
雄

�

ス
コ
ア
65

女性の部上位３名　前列左から田中さん、頓所さん、山川さん

挨拶する川原会長

砂金の部　左から川原会長、西田さん、丹羽さん、坂井組合長 男性の部上位３名　前列左から斉藤さん、今井さん、細田さん
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第
17
回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会

㈱
エ
ン
ブ
レ
ム
ー
Ｋ(

振
別
農
事
組
合
）
が

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
�

応援に駆けつけた会員

会場のようす

　

９
月
28
、
29
日
の
両
日
、

安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
場
で
第
17
回
北

海
道
総
合
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

同
大
会
は
４
年
に
１
度
開

か
れ
、
昨
年
が
開
催
年
で
あ

っ
た
も
の
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
で
中
止
と
な
り
、
今
年
の

開
催
と
な
っ
た
。
審
査
員
は

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
協

審
査
部
の
田
井
道
広
次
長
と

千
葉
義
博
参
事
が
務
め
、
全

道
よ
り
出
品
さ
れ
た
約
４
３

０
頭
が
体
格
や
資
質
を
競
っ

た
。

　

大
樹
町
か
ら
は
４
戸
４
頭

（
振
別
農
事
組
合
の
㈱
エ
ン

ブ
レ
ム
ー
Ｋ
、
山
下
功
典
さ

ん
、
尾
田
農
事
組
合
の
㈲
金

丸
牧
場
、
開
進
農
事
組
合
の

金
曽
浩
文
さ
ん
）
の
乳
用
牛

を
出
品
、
第
14
部
４
歳
ク
ラ

ス
で
１
等
１
席
を
獲
得
し
た

㈱
エ
ン
ブ
レ
ム
ー
Ｋ
牧
場
（
振

別
農
事
組
合
）
所
有
の
エ
ン
ブ

レ
ム
Ｋ　

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ　

シ
エ
リ
ー
号
が
、
見
事
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
シ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

　

同
賞
を
祝
う
会
が
後
日
開
催

さ
れ
る
予
定
。
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  大樹町和牛生産改良組合（岡本透組合長）では、

９月22日に行われた第44回柏林公園まつりにお

いて、役員と関係職員及び関係機関合わせて24

名の出役のもと、大樹和牛の販売を行った。

　今回販売された大樹和牛は、米谷牧場・（農）サ

ンエイ牧場。十勝育成牧場から各１頭の計３頭分

で、3,237パックを用意し、大樹和牛をＰＲした。

　当日は天候にも恵まれ、来場者は秋空の下で焼

肉を楽しんでいた。

　９月12日、エルダーミセス定例交流会を開催、

部員６名で帯広市の「真鍋庭園」へ向かった。

　庭園入口にはＮＨＫ連続テレビ小説「なつぞら」

に出てくる山田家の馬小屋が期間限定公開されてお

り、園内に入っていくと、ヨーロッパを思わせる色

とりどりの綺麗な景色が�１時間30分ほどかけて

散策を行なった。

　散策後は、「だいじゅ園　稲田店」でランチをと

りながら、交流を深めた。

　最後に「満寿屋　麦音」へ立ち寄り、ソフトクリ

ームを堪能、話に花を咲かせながらの帰路となった。

第44回 柏林公園まつり

第48回大樹町和牛まつり

エルダーミセス定例会

「牛乳・乳製品消費拡大運動」・大樹町和牛生産改良組合「大樹和牛販売」

牛乳の無料提供

新人職員紹介

　ＪＡ大樹町では、９月22日に行われた第

44回柏林公園まつりにおいて、牛乳・乳製品

の消費拡大運動を実施。当日は、酪農振興課

職員２名が出役し、牛乳の無料提供を行った。

　用意された牛乳（300パック）は、提供開

始直後から大人気で、約30分程で全て提供さ

れた。

◦所属

　事業部　燃料課

◦生年月日

　平成４年４月７日

◦出身地

　大樹町

◦前職

　�十勝清水町農業協同

組合

◦趣味

　ＤＶＤ鑑賞

◦抱負

　組合員皆様の力になれ

るよう、日々の努力を怠

らず精いっぱい頑張りま

すので、よろしくお願い

いたします。

髙
たか

橋
はし

　 諒
りょう
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンと北海道米販売拡大委員会は、８月25

日に開催された「北海道マラソン2019」の前日と

前々日に、会場となる大通公園にて北海道産のも

ち米を使った「赤飯おこわ」を無料配布しました。

マラソンでは、グリコーゲンなどが豊富な食物に

より体内にエネルギー源をため込むことが推奨さ

れていることから、例年に続きこの取り組みを実

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　７月26日（金）岡山県で開催された「第60回日本
人間ドック学会」の中で、全国の４施設が人間ド
ック健診施設機能評価優秀賞に選出され、その１
施設として旭川厚生病院が表彰されました。今般、
平成30年度に人間ドック健診施設機能評価を受審
した施設を対象に選考が行われ、「健診当日に健
診結果を説明している」「専門スタッフが保健指
導を実施している」「精密検査や治療が必要な受

施。特設会場で「エナ

ジーブース」という看

板を掲げ、もち米が有

効であることをアピー

ルしました。

診者に対するフォローア
ップが適切である」が評
価され、人間ドック健診
施設機能評価優秀賞に選
ばれました。

　2018年９月６日に発生した北海道胆振東部地震から１年が経ち、その間、ＪＡグループ北海道に対し

て全国の皆様より、多大なるご支援をいただきました。そのご支援に対するお礼として、９月６日の朝

日新聞と農業新聞に感謝広告並びに動画メッセージを掲載いたしました。私たちＪＡグループ北海道は

今後とも、被災された組合員・組合員家族を支援して参ります。皆様方からのご支援、本当にありがと

うございました。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　９月５、６日、東京都内で開催された商談会「イ

ンフォメーションバザール」に特別協力し、道内

１４ＪＡとともに出展、道内の農畜産物や加工品

を紹介しました。

　今年はＪＡ出展エリアの一角に「窓口」を設置

しナビゲーター役が各ＪＡのブースを案内したほ

　ＪＡ共済連北海道は、大規模な災害が起きた時

の備えとして、災害時に利用できる「非常用給水

タンク10リットル」10万個を全道ＪＡに配布いた

か、バイヤーズガイド

「なまらうまい！ＪＡ」

を配布し、ＪＡや特産

品のＰＲに工夫を凝ら

し、より多くの人に道

産の魅力を伝えました。

します。

　飲料水や生活用水等の確保に

利用することが可能で、９月上

旬から配布し、災害への備えの

意識向上を呼びかけます。

　ＪＡ共済連は、組合員・地域

住民の安全・安心に貢献できる

活動にこれからも取り組んでい

きます。
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希釈倍率による色の濃さ

（ビルコンＳ®の場合）
（根室農改営農改善資料より引用）

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
今日から始める農場のチェックリスト No.5

農場内畜舎間の病原体拡散防止のための管理点検

最近ちょっと気になること。

　牛への病気感染を防ぐには、農場の衛生管理レベルの向上が欠かせません。農場の現在の管理を点

検して、「農場内畜舎間の病原体拡散防止」のために対策ができているか○×で確認してみましょう。

　春先の融雪水や近年の集中豪

雨で畜舎に向かって水が流れな

いように排水口の整備や、牛の

飼養場所を高くする必要があり

ます（とくにかよわい
4 4 4 4

哺育牛の

飼養場所）

　消毒液は有機物（土や糞尿などの汚れ）が混入すると消

毒効果が低下します。必ず長靴の汚れを落とすための水洗

い槽もしくは水洗い場を併設しましょう。ブラシを用意し

て長靴の汚れをしっかり落とした後に消毒します。

　消毒液は適切な濃度で作らないと、十分な消毒効果を発

揮することはできません。

病原体は水にのって
やってくる� 踏み込み消毒槽の効果を発揮するには…。

○チェックリスト
No. チェック項目 判定 解　説

１
作業者が使用する衣服を定期的に消毒交換
する 糞、鼻水や涎（よだれ）などで汚れた

長靴や衣服により、作業者が病原体の

伝搬者（キャリア）になる可能性があ

ります。

２
畜舎毎に長靴洗浄消毒設備（踏み込み消毒
槽等）がある

３
畜舎を出入りする際に手指、長靴等の消毒
を実施している

４ 畜舎の清掃を実施 栄養たっぷりで適当な水分と温度があ

ると、病原菌はものすごい勢いで増殖

します。畜舎内の清掃と定期的な消毒

が必要です。
５

畜舎の消毒・石灰塗布を定期的に実施して
いる

６
水槽・ウォーターカップは衛生的に管理し
ている

サルモネラ症・ヨーネ病など多くの伝

染病は経口感染します。直接、口をつ

ける水槽は常に衛生的に保つ必要があ

ります。

７
犬や猫を畜舎内に侵入させないようにして
いる

導入牛、カラスなどの野鳥、犬、猫、

ねずみ、ハエなどの動物が病原体の伝

搬者（キャリア）になる可能性があり

ます。８
畜舎内にねずみ、野鳥が侵入しないよう対
策をとっている
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
８
回 

９
／
30

★
報
告
事
項

１　

第
17
回
北
海
道
総
合
畜
産
共

進
会
（
肉
牛
）
の
成
績
に
つ

い
て

２　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

３　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

４　

令
和
元
年
産
豆
類
の
取
扱
い

に
つ
い
て　

５　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

６　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

７  

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

８　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

９　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

10　

第
２
四
半
期
自
治
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

11　

平
成
31
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

11月は、労働保険適用促進強化期間です�
　事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。

　労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしましょう。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の

増進等を図ることを目的に、国が直接管理運営している保険です。農林水産業

の一部を除き、労働者を一人でも雇用する事業については、法人・個人を問わ

ず加入が義務づけられています。

問い合わせ先：厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課（☎011-709-2311）

　　　　　　　または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）
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8,125

8,934
9,005

8,722

9,067

8,477

9,319

9,546

8,948

9,438

9,702

9,242
9,167

9,532

9,309

9,699

9,171
9,288

令和元年度９月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2018年）

生産乳量（2019年）

824,040824,040

877,410877,410
857,520857,520

807,840807,840

648,478648,478

720,428720,428

758,160758,160

699,233699,233

662,548662,548

476,880476,880

963,540963,540

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

30年度

31年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/6 3/22 4/4 4/18 5/9 5/29 6/20 7/23 8/28 9/10 9/26 10/8 10/24 11/7 11/27 12/17 1/22 2/5 2/19

(919,440)(919,440) (796,365)(796,365) (849,312)(849,312) (938,802)(938,802) (855,252)(855,252) (823,320)(823,320) (837,270)(837,270) (899,338)(899,338) (942,175)(942,175)
(929,880)(929,880) (1,003,860)(1,003,860) (880,445)(880,445) (876,034)(876,034) (913,484)(913,484) (893,825)(893,825) (909,868)(909,868) (702,833)(702,833) (967,815)(967,815) (816,861)(816,861)

（円）
大　　樹

817,513817,513

850,077850,077

806,379806,379

778,944778,944

819,083819,083

717,469717,469

782,664782,664
769,230769,230

676,296676,296

714,713714,713

650,455650,455

678,728678,728

747,171747,171
756,540756,540

肉用牛（黒毛和種）

2019年度去勢

2019年度雌

2018年度去勢

2018年度雌

550,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/111/1512/911/1310/159/188/207/96/105/154/93/12

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

950,000
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

11
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
協
同
商
事
商
品
券
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

10
名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

10
月
号
の
応
募
者
は
15
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

10月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ジ ヤ ガ イ モ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
振
別
）
瀬

　
川

　
勝

　
子
さ
ん

（
拓
北
）
吉
　
田
　
と
み
子
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
東
和
）
佐
　
藤
　
あ
や
め
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木
　
弘
　
子
さ
ん

（
萠
和
）
阿
　
部
　
カ
ホ
ル
さ
ん

（
萠
和
）
戸
　
田
　
繁
　
樹
さ
ん

（
芽
武
）
前
　
田
　
真
奈
美
さ
ん

（
歴
舟
）
遠
　
藤
　
さ
よ
子
さ
ん

（
美
成
）
小
　
島
　
未
　
森
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
と
吹
き
ま
す

③
ご
指
導
ご

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

⑥
車
を
運
転
す
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
イ

ク
の
場
合
は

⑧
日
本
人
の
主
食
で
す

⑨
ピ
サ
の
斜
塔
が
あ
る
国

⑪
穂
が
美
し
い
野
草

⑬
大
き
く
立
派
な
家
の
こ
と

⑮
彼
は
上
司
に
も

置
か
れ
る
存
在
だ

⑰
生
兵
法
は
大

の
も
と

⑱
果
物
の
こ
と
。
和
食
の
コ
ー
ス
で
デ
ザ
ー

ト
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

⑳
映
画
や
小
説
の
大
ま
か
な
内
容
の
こ
と

㉑
富
有
、
次
郎
な
ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ボ
ー
を
輸
出
す
る
国

②
沖
縄
の
海
に
い
る
マ
ン
タ
も
こ
の
仲
間

③
ア
ル
フ
ァ
と
ガ
ン
マ
の
間
で
す

④
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
多
く
の
機
器
を
つ

な
ぐ

配
線

⑤
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
物

⑦
と
て
も
良
い
と
さ
れ
る
お
み
く
じ
の
運
勢

⑩
不
要
な
部
分
を
省
い
て
描
き
ま
す

⑫
灰
皿
に
た
ま
る
物

⑭
結
婚
式
を
行
う
こ
と

⑯
カ
エ
デ
の
別
名
で
す

⑰
化
粧
水
や
乳
液
で
ス
キ
ン

を
し
た

⑲
絵
を
描
く
職
業
の
一
つ
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

今月のレシピ
スペアリブの煮込み
材料（２人分） 作り方

スペアリブ…４〜５本

皮付きショウガ…１片

ゴボウ…１本

下ゆでした小松菜…１束

塩…適宜

煮汁

水…900㎖

しょうゆ…200㎖

みりん…100㎖

料理酒…100㎖

砂糖…100ｇ

⑴スペアリブに当て塩をしてビニ

ール袋に入れ１晩置く。

⑵鍋に⑴を入れ水から軟らかくな

るまで下ゆでする。

⑶別の鍋に煮汁を合わせ、⑵と薄

切りにした皮付きショウガ、食

べやすい長さに切ったゴボウを

入れ、強火で15分程度煮る。

⑷器にスペアリブ、ゴボウ、食べ

やすい大きさに切った小松菜を

盛り付け、煮汁を回し掛け出来

上がり。

東　和

Ａ Ｙ Ａ Ｍ Ｅちゃん (９歳)

美　成

小　島　未　森ちゃん (９歳)


